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学校人

た。動機は『何となく』という程度でした
が、僕たちが行くたびに現地の人が喜ん
でくれましたし、町が変化していく様子
を見られたことも嬉しかったですね。子
どもを対象にしたクリスマスの工作会
では、ケガをせずに楽しめる方法を試行
錯誤しながら準備しました。当日、子ど
もたちの笑顔を見たときには、やってよ
かったと思いました。高校時代は目標を
探すことで精いっぱいでしたが、ボラン
ティアを通して自分自身も成長すること
ができ、今は充実しています。今後は自
分の経験を母校や地域の高校などで積
極的に発信していきたいです」
同学の学生は、地域の高校などでボ
ランティア活動について講演する機会
もあります。彼らの話を聞いた高校生が
関心を深め、「聖学院大学でボランティ
アをやりたい」と入学してくる好循環も
生まれています。
また、川田さんによると、ボランティ
ア活動を熱心に行った学生は就職活動
も有利に進めているそうです。
「活動を通じてコミュニケーション能
力やプレゼンテーション能力が身につく
からです。希望する就職先はさまざまで
すが、ほとんどの学生が早い段階で内定
を得ています」

熱い思いさえあれば
活動は続いていく

昨年、予想もしていなかった連絡が
ボラセンに届きました。平成30（2018）年

度ボランティア功労者厚生労働大臣表
彰を受賞したというのです。川田さんは
「第一報を受けたときは『なぜうちが？』
と思った」と言いながらも、受賞理由を
こう見ています。
「今年度の取り組みだけが受賞理由で
はなく、長年にわたりボランティアに取
り組んできたすべての学生に対する表
彰だと認識しています。私たちは今後も
変わらず“本気”で活動の応援を続けて
いくだけ。言ってしまえば、私たちがい
なくても、学生たちに“思い”さえあれば
活動は続いていきます。その一方、『ボ
ラの聖学院』と注目されることにより、
徐々に期待される役割が大きくなってい

2004年に完成した聖学院大学のシ
ンボル「チャペル」。木材をふんだんに
使い、優美な曲線と幕屋のような天蓋
をイメージした天井が印象的な荘厳で
美しい建築物で、グラスアートなど、細
部のデザインも凝っています。1階・2
階と合わせて1000人を収容でき、礼拝
だけでなく、入学式などの式典やコン
サート、卒業生の結婚式などさまざまな
目的で使われています。

るのも事実です。これからも地域とのつ
ながりを大切にしながら、県域のボラン
ティアイベントの企画や、全国のボラン
ティアセンターのハブの一つとして、今
まで以上にさまざまな役割も担っていけ
たらと思います」
ボランティア活動へのハードルを下
げ、「興味」「関心」のある学生に対して
の受け皿をつくること、その活動を通し
て学生一人ひとりの人格形成を支えて
いくこと。地域貢献にとどまらず、社会
で活躍する人材を輩出するための土壌
づくりともいえるボラセンの取り組みは、
学生と社会の未来を変える可能性を秘
めているのではないでしょうか。

平成30年度ボランティア功労者厚生労働大臣表彰の
記念置時計とともに

「釜石原木しいたけ再生プロジェクト」の
活動で森の整備をする山下さん（提供：聖学院大学）

設計は学校建築を多
く手がける香山壽夫氏。
香山氏はこのチャペル
により、2005年度の日
本芸術院賞を受賞しま
した。

学校散歩

学生や近隣住民が集う
聖学大のシンボル「チャペル」

釜石・大槌郷土料理研究会の
お母さんに料理づくりのコツを
教わる玉之内さん（提供：聖学院大学）
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学びを深化する
６つのクロス
オーバー型教育

▲

 法人名 愛知学院

▲

 大学名 愛知学院大学

Bリーグ・シーホース三河のホームゲームでは、
学生が運営をサポートしています。

2018年4月、本学大学院生の古賀碧さ
ん（工学研究科）がバイオベンチャー企業の
株式会社Ciamoを設立し、代表取締役社
長に就任しました。同社では、焼酎粕で培
養可能な光合成細菌を安価で大量に培養
できるキット「くまレッド」の研究開発、製
造販売を手がけています。
古賀さんは、かつて本学の起業部「SOJO 
Ventures」に所属していました。SOJO 
Venturesは、大学発のベンチャー起業家
の輩出と育成を目標に掲げ、2014年10月
に創部しました。いわゆる「起業サークル」
とは一線を画した、日本初の大学公認の起
業系部活動です。ここでは専任教員や経験
豊富なアドバイザーのもと、ビジネスプラ
ンの作成や、学内外のビジネスプランコン
テストへの応募、起業家やベンチャーキャ
ピタリストとの交流、国内外の合宿やイ
ベント参加、シリコンバレーでの研修など、
多彩な活動を行っています。
起業部はまた、サンフランシスコの「崇

城大学シリコンバレーオフィス」をはじめ、
多くの外部講師によって支えられています。
2017年にはファンド会社のSOJOスター
トアップラボ株式会社を設立し、学生起業
の資金支援体制を整えました。株式会社
Ciamoも、設立時にはSOJOスタートアッ
プラボからの出資を受けています。
同社で手がける「くまレッド」の研究開
発・販売事業は、会社設立以前から評価が
高く、2017年には「第6回全国学生英語プ
レゼンテーションコンテスト」で最優秀賞
（文部科学大臣賞）を、「第13回キャンパスベ
ンチャーグランプリ全国大会」でも文部科
学大臣賞（テクノロジー部門大賞）を受賞しまし
た。光合成細菌は応用範囲が広い一方で生
産コストがかかることが課題となっていま
す。焼酎粕での培養は低コスト化を実現し、
類似商品の半額程度の売価を設定するこ
とができました。古賀さんによると、5年後
には10億円の売り上げを見込んでいるそ
うです。

現役院生が
バイオベンチャー
企業を設立

株式会社Ciamoの古賀碧社長（中央）と設立メンバー。
右端は指導教員の宮坂均教授。

▲

 法人名 君が淵学園

▲

 大学名 崇城大学

本学のカリキュラムの特徴がクロスオー
バー型教育です。学部や学年、社会、国境
を越えてつながり、学び合うことで、社会
の現実を知り、解決するべき課題と向き
合ったり、幅広い学問に触れたりすること
を目標としています。教育内容は6つのカ
テゴリーで構成されています。
1つ目は「ビジネス・コラボレーション」。
新企画・新商品開発など、企業との連携を
通して、ビジネスを動かす実践力を養いま
す。これまで、日本航空、近畿日本ツーリス
トとの協働による「ハワイ旅行の商品開発」
（2015年秋発売）や、プロバスケットボール・
Bリーグに所属するシーホース三河がホー
ムゲーム開催時に行うイベント企画・運営
などを行ってきました。
2つ目の「コミュニティ・コラボレーショ

ン」は、学外に出て視野を広げ、地域の課
題と向き合いながら、協働の場で活躍する
コミュニティ・リーダーを育成するという
もの。キャンパスがある愛知県日進市の観

光まちづくりへの参加や、名古屋市と地元
商店街との協同による街角資料館の活用
プロジェクト、地元商店街の夏まつりの企
画・運営、「名物おやつ」の開発など、さまざ
まなことに取り組んでいます。
3つ目は「クロスオーバー・カリキュラム」。
学際的な知識と経験の習得をめざした学
部・学科間の連携教育で、商学部・経営学
部・経済学部の3学部が設定する「共通科
目」「連携科目」がその例です。
4つ目の「グローバル・コミュニケーショ

ン」には、学部・学科独自の海外プログラム
や国際ボランティアなどが含まれます。学
内外の異文化交流を通して、グローバルな
視野を養うのが目的です。
5つ目が「ラーニング・アシスタント」。先
輩が後輩を支援する仕組みにより、学生の
相互成長を実現しようというものです。
6つ目の「4キャンパス」は、日進・名城公

園・楠元・末盛の4キャンパスそれぞれで
展開する独自の教育を指しています。
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ボラセンに届きました。平成30（2018）年

度ボランティア功労者厚生労働大臣表
彰を受賞したというのです。川田さんは
「第一報を受けたときは『なぜうちが？』
と思った」と言いながらも、受賞理由を
こう見ています。
「今年度の取り組みだけが受賞理由で
はなく、長年にわたりボランティアに取
り組んできたすべての学生に対する表
彰だと認識しています。私たちは今後も
変わらず“本気”で活動の応援を続けて
いくだけ。言ってしまえば、私たちがい
なくても、学生たちに“思い”さえあれば
活動は続いていきます。その一方、『ボ
ラの聖学院』と注目されることにより、
徐々に期待される役割が大きくなってい

2004年に完成した聖学院大学のシ
ンボル「チャペル」。木材をふんだんに
使い、優美な曲線と幕屋のような天蓋
をイメージした天井が印象的な荘厳で
美しい建築物で、グラスアートなど、細
部のデザインも凝っています。1階・2
階と合わせて1000人を収容でき、礼拝
だけでなく、入学式などの式典やコン
サート、卒業生の結婚式などさまざまな
目的で使われています。

るのも事実です。これからも地域とのつ
ながりを大切にしながら、県域のボラン
ティアイベントの企画や、全国のボラン
ティアセンターのハブの一つとして、今
まで以上にさまざまな役割も担っていけ
たらと思います」
ボランティア活動へのハードルを下
げ、「興味」「関心」のある学生に対して
の受け皿をつくること、その活動を通し
て学生一人ひとりの人格形成を支えて
いくこと。地域貢献にとどまらず、社会
で活躍する人材を輩出するための土壌
づくりともいえるボラセンの取り組みは、
学生と社会の未来を変える可能性を秘
めているのではないでしょうか。

平成30年度ボランティア功労者厚生労働大臣表彰の
記念置時計とともに

「釜石原木しいたけ再生プロジェクト」の
活動で森の整備をする山下さん（提供：聖学院大学）

設計は学校建築を多
く手がける香山壽夫氏。
香山氏はこのチャペル
により、2005年度の日
本芸術院賞を受賞しま
した。

学校散歩

学生や近隣住民が集う
聖学大のシンボル「チャペル」

釜石・大槌郷土料理研究会の
お母さんに料理づくりのコツを
教わる玉之内さん（提供：聖学院大学）
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学びを深化する
６つのクロス
オーバー型教育

▲

 法人名 愛知学院

▲

 大学名 愛知学院大学

Bリーグ・シーホース三河のホームゲームでは、
学生が運営をサポートしています。

2018年4月、本学大学院生の古賀碧さ
ん（工学研究科）がバイオベンチャー企業の
株式会社Ciamoを設立し、代表取締役社
長に就任しました。同社では、焼酎粕で培
養可能な光合成細菌を安価で大量に培養
できるキット「くまレッド」の研究開発、製
造販売を手がけています。
古賀さんは、かつて本学の起業部「SOJO 
Ventures」に所属していました。SOJO 
Venturesは、大学発のベンチャー起業家
の輩出と育成を目標に掲げ、2014年10月
に創部しました。いわゆる「起業サークル」
とは一線を画した、日本初の大学公認の起
業系部活動です。ここでは専任教員や経験
豊富なアドバイザーのもと、ビジネスプラ
ンの作成や、学内外のビジネスプランコン
テストへの応募、起業家やベンチャーキャ
ピタリストとの交流、国内外の合宿やイ
ベント参加、シリコンバレーでの研修など、
多彩な活動を行っています。
起業部はまた、サンフランシスコの「崇

城大学シリコンバレーオフィス」をはじめ、
多くの外部講師によって支えられています。
2017年にはファンド会社のSOJOスター
トアップラボ株式会社を設立し、学生起業
の資金支援体制を整えました。株式会社
Ciamoも、設立時にはSOJOスタートアッ
プラボからの出資を受けています。
同社で手がける「くまレッド」の研究開
発・販売事業は、会社設立以前から評価が
高く、2017年には「第6回全国学生英語プ
レゼンテーションコンテスト」で最優秀賞
（文部科学大臣賞）を、「第13回キャンパスベ
ンチャーグランプリ全国大会」でも文部科
学大臣賞（テクノロジー部門大賞）を受賞しまし
た。光合成細菌は応用範囲が広い一方で生
産コストがかかることが課題となっていま
す。焼酎粕での培養は低コスト化を実現し、
類似商品の半額程度の売価を設定するこ
とができました。古賀さんによると、5年後
には10億円の売り上げを見込んでいるそ
うです。

現役院生が
バイオベンチャー
企業を設立

株式会社Ciamoの古賀碧社長（中央）と設立メンバー。
右端は指導教員の宮坂均教授。

▲

 法人名 君が淵学園

▲

 大学名 崇城大学

本学のカリキュラムの特徴がクロスオー
バー型教育です。学部や学年、社会、国境
を越えてつながり、学び合うことで、社会
の現実を知り、解決するべき課題と向き
合ったり、幅広い学問に触れたりすること
を目標としています。教育内容は6つのカ
テゴリーで構成されています。
1つ目は「ビジネス・コラボレーション」。
新企画・新商品開発など、企業との連携を
通して、ビジネスを動かす実践力を養いま
す。これまで、日本航空、近畿日本ツーリス
トとの協働による「ハワイ旅行の商品開発」
（2015年秋発売）や、プロバスケットボール・
Bリーグに所属するシーホース三河がホー
ムゲーム開催時に行うイベント企画・運営
などを行ってきました。
2つ目の「コミュニティ・コラボレーショ

ン」は、学外に出て視野を広げ、地域の課
題と向き合いながら、協働の場で活躍する
コミュニティ・リーダーを育成するという
もの。キャンパスがある愛知県日進市の観

光まちづくりへの参加や、名古屋市と地元
商店街との協同による街角資料館の活用
プロジェクト、地元商店街の夏まつりの企
画・運営、「名物おやつ」の開発など、さまざ
まなことに取り組んでいます。
3つ目は「クロスオーバー・カリキュラム」。
学際的な知識と経験の習得をめざした学
部・学科間の連携教育で、商学部・経営学
部・経済学部の3学部が設定する「共通科
目」「連携科目」がその例です。
4つ目の「グローバル・コミュニケーショ

ン」には、学部・学科独自の海外プログラム
や国際ボランティアなどが含まれます。学
内外の異文化交流を通して、グローバルな
視野を養うのが目的です。
5つ目が「ラーニング・アシスタント」。先
輩が後輩を支援する仕組みにより、学生の
相互成長を実現しようというものです。
6つ目の「4キャンパス」は、日進・名城公

園・楠元・末盛の4キャンパスそれぞれで
展開する独自の教育を指しています。
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